
戦後８０年のいま「蟻の兵隊」を上映する意味 

 

奥村和一はもういない 

でもスクリーンの中に生きている 

 

「蟻の兵隊」は２００６年に全国劇場公開し、ドキュメンタリーとしては異例の大ヒットを記録し

た映画です。最大の特徴は戦争を被害と加害の両面から描いたこと。主人公の元中国残留

日本兵・奥村和一さんは、初年兵教育の名の下に行われた殺人訓練の現場をも再訪します。

軍はこれを「肝試し」と呼びました。 

ウクライナ戦争が３年を超え、ガザでも途轍もない悲劇が続いています。日本も例外では

ありません。台湾有事に備えて沖縄にミサイル基地が配備されるなど、戦争の足音は刻々と

近づいています。２０歳で戦争に行った奥村さんが生きていたら１００歳ですから、もう元日本

兵はほとんどいないということになります。危機に瀕するいま、実際に戦闘経験を持つ兵士が

いない現状を憂いますが、どっこい奥村さんはスクリーンの中に生きています。そして戦争と

は何か、戦争がいかに人間の理性を剥奪するのか、これからも全身で語りかけるでしょう。 

僕の使命は戦争を若い世代に語り継ぐこと。そこで、ここ数年は「蟻の兵隊」を全国の大学

の授業で活用しています。本編を事前に学生に観せたあと、僕が教室に行って 1コマ講義

（徹底解説）を行うというものです。それが実って、昨年は京大と同志社で学生有志が主催す

る上映イベントが開催されました。今年は琉球大と信州松本の高校・大学生が続きます。琉大

生はこのイベントに「あなたは日本兵になりますか？」という意味深なタイトルを付けました。 

全国の大学・高校教員のみなさん、「蟻の兵隊」は１９年前の映画でありながら、じつは今が

旬です。ぜひとも上映をご検討ください。 
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2020年にリニューアルした「蟻の兵隊」公式サイト 

https://115119.wixsite.com/arinoheitai 
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